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研究成果の概要（和文）：国際活動支援班では、国際研究ネットワークの整備および強化、円滑な海外での研究
試料の採取支援・提供、国際シンポジウムの開催および海外研究者の招聘による人的連携の促進、サンプル収集
のための海外への研究者の派遣の支援、最先端研究を行う先進諸国への若手研究者の中長期的派遣の支援、国際
研究者ネットワークへの積極的な情報発信を通じて、本領域の海外における研究活動を促進して、領域全体の研
究を加速度的に発展させた。その成果は、多数の注目すべき論文発表に表れ、また国際的な若手人材が多く育成
されたことにより、今後のネオウイルス学の継続的な発展にも結びついた。

研究成果の概要（英文）：We have developed and strengthened an international research network, 
supported and provided smooth overseas collection of research samples, promoted collaborations with 
overseas researchers by hosting international symposia, supported sending researchers overseas to 
collect samples, and supported sending young researchers to cutting-edge research institutes for 
medium- to long-term study opportunities. Through these endeavors, we have promoted overseas 
research activities in this field and accelerated research efforts across the entire field. Our 
efforts have produced numerous noteworthy publications and have helped develop many young 
investigators, who will continue the growth of Neo-Virology into the future.

研究分野：ウイルス学

キーワード： ウイルス　国際共同研究　ネットワーク構築

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究領域では、生物や生態系におけるウイルスの役割を解析することによって、ウイルスというキープレイ
ヤーを加えた地球生態系の機能を解明するという新たな学問分野の創出を目指した。今後さらに「ネオウイルス
学」を発展させることは、我が国の学術水準の格段の向上・強化に大いに貢献することが期待されるとともに、
生態系を制御するウイルスの新しい利用法の発見にもつながる。今後、地球生態系とウイルスとの相互作用を研
究する学術分野は非常に重要となっていくことが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 地球上には膨大な数のウイルスが存在しており、多くのウイルスが宿主において病気

を起こすことなく共存している。これまで宿主にとって「害」であると見なされてきた

ウイルスの感染が、宿主のゲノム進化や生体機能に有利に働くことを示唆する最近の研

究結果は、ウイルス学の既成概念を大きく覆そうとしている。本新学術領域研究では、

ウイルスを地球生態系の構成要素として捉え、ウイルスが生物の生命活動や生態系に及

ぼす影響やその機能メカニズムを解明することによって、地球生態系の恒常性維持機構

の理解につなげ、「ウイルス生態システム制御学＝ネオウイルス学」という全く新しい

概念に基づく学術領域を創出することを目指す。 

２．研究の目的 

 国際活動支援班は、本領域の目標を達成するために、各研究班の海外における研究活

動を促進し、本領域を日本が牽引する国際的に重要な学術分野に発展させることを目的

とする。 

３．研究の方法 

 本領域の研究戦略として、A01「共進化」、A02「共生」、A03「多様性」の３つの研究

ユニットを設置し、計画研究、公募研究を配置する。国際活動支援班は、国際研究ネッ

トワークの整備および強化、円滑な海外での研究試料の採取支援・提供、国際シンポジ

ウムの開催および海外研究者の招聘による人的連携の促進、サンプル収集のための海外

への研究者の派遣の支援、最先端研究を行う先進諸国への若手研究者の中長期的派遣の

支援、国際研究者ネットワークへの積極的な情報発信を行う。 

４．研究成果 

 国際活動支援班は、本領域の目標を達成するために、各研究班の海外における研究活

動を促進し、研究推進を図った。以下に、主な国際活動支援班の活動内容について述べ

る。 

国際研究ネットワークの整備および強化 

 数十カ所の海外研究拠点および共同研究先の情報を本研究班内で共有し、国際共同研

究を実施するスキームを構築し、海外試料へのアクセスを強化した。また、実際に国際

研究ネットワークの整備のための研究者の派遣と招聘、および海外試料を用いた共同研

究を行なった。 

国際シンポジウムの開催および海外研究者の招聘による人的連携の促進 

 多くの研究集会を主催・共催しており、平成 28年 9月にネオウイルス学領域キック

オフシンポジウム（一般公開：東京）、平成 29年 9月に第 16回あわじしま感染症・免

疫フォーラムを主催した。また第 8 回グローバルウイルスネットワーク会議（平成 28

年 10月）、The 6th China-Japan Bilateral Symposium on All Influenza Viruses（平成 29年 3

月）を共催し、国際的な研究者コミュニティに「ネオウイルス学」を認知させた。平成



29年 10月の第 65回日本ウイルス学会学術集会（大阪）、 平成 30年には、第 17回あ

わじしま感染症・免疫フォーラム、および第 66 回日本ウイルス学会学術集会、令和元

年には、第 18回あわじしま感染症・免疫フォーラム、第 67回日本ウイルス学会学術集

会、The 15th International Congress on Thermophiles、Asian Mycological Congress 2019を共

催することにより、新たな共同研究を促し、より広い地域における研究拠点の展開を進

めた。海外から卓越した研究者を講師として招聘することによって、情報交換を促進し、

また新たな共同研究を開始した班もあった。令和３年度は、国内で国際学会を 1回 （第

19回あわじ感染と免疫国際フォーラム）を共催し、また、同学会の直後に国際シンポジ

ウムを主催した。これらの学会およびシンポジウムを通じて、海外から総計 12 名の研

究者をオンライン招聘したほか、班員 12名が発表した。招聘した研究者と計画研究班、

および公募研究班班員はオンライン交流を通じて人的連携を構築した。 

サンプル収集のための海外への研究者の派遣の支援、最先端研究を行う先進諸国への若

手研究者の中長期的派遣の支援 

 最先端研究を行う先進諸国への若手研究者の中長期的派遣の支援として、米国での

Nanopore Community Meeting 2016での最先端技術研修（1名）、第 36回アメリカウイル

ス学会年会(ASV2017)への参加と研究打ち合わせ（2 名）、 オランダ王国・ワーゲニン

ゲン大学における共同研究実施（1名）において、総計 4名の若手研究者を海外に派遣

して、国際的な交流を促し、また専門的な知識を深めさせた。平成 30 年度には、アフ

リカのシエラレオネに、サンプル収集のため、計画研究班の若手研究者を 2名派遣した。

令和元年度には、南米のボリビア共和国に生息する節足動物の採集とウイルス調査を目

的として、計画研究班の若手研究者を 2名派遣して、サンプルの収集を実施させた。本

活動には、計画研究班からさらに 2名の研究者も参加して、蚊、ダニを採集した。また、

本活動によるガブリエル・レネ・モレノ国立自治大学の Juan Antonio Pereira博士との共

同研究に基づいて、計画研究班の若手研究者の研究室に所属する大学院生が、文部科学

省の官民協働海外留学創出プロジェクト「トビタテ！留学 JAPAN」を活用し、ガブリエ

ル・レネ・モレノ国立自治大学に短期留学を実施し、現地での共同研究を推進した。 

国際研究者ネットワークへの積極的な情報発信 

本領域のホームページの英語版を作成し、海外の研究者に本領域の活動を発信した。

また本領域における研究成果について、多くの国際学会や国際学術誌で発表した。 

 

 

 

 

 

 



５．主な発表論文等

〔雑誌論文〕　計457件（うち査読付論文　439件／うち国際共著　208件／うちオープンアクセス　211件）

2020年

2021年

2020年

2020年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.1038/s41467-020-18718-9

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Identification of a Herpes Simplex Virus 1 Gene Encoding Neurovirulence Factor by Chemical
Proteomics.

Nat. Commun. -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
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11
 １．著者名
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Should a viral genome stay in the host cell or leave? A quantitative dynamics study of how
hepatitis C virus deals with this dilemma

PLOS Biology e3000562

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
S. Iwanami, K. Kitagawa, H. Ohashi, Y. Asai, K. Shionoya, W. Saso, K. Nishioka, H. Inaba, S.
Nakaoka, T. Wakita, O. Diekmann, S. Iwami, and K. Watashi.
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 １．著者名

10.1371/journal.pbio.3001128

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
A quantitative model used to compare within-host SARS-CoV-2, MERS-CoV and SARS-CoV dynamics
provides insights into the pathogenesis and treatment of SARS-CoV-2

PLOS Biology e3001128

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 オープンアクセス  国際共著
オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
K.S. Kim, K. Ejima, S. Iwanami, Y. Fujita, H. Ohashi, Y. Koizumi, Y. Asai, S. Nakaoka, K.
Watashi, K. Aihara, R.N. Thompson, R. Ke, A.S. Perelson and S. Iwami.

19
 １．著者名

Characterization of mammalian orthoreoviruses isolated from faeces of pigs in Zambia.

J Gen Virol 1027-1036.

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
10.1099/jgv.0.001476.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 ４．巻
Harima H, Sasaki M, Kajihara M, Gonzalez G, Simulundu E, Bwalya EC, Qiu Y,Okuya K, Isono M,
Orba Y, Takada A, Hang'ombe BM, Mweene AS, Sawa H.

101(10)
 １．著者名

 ２．論文標題  ５．発行年



2020年

2021年

2021年

2021年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.1111/1348-0421.12862

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
HIV-1 tracing method of systemic viremia in vivo using an artificially mutated virus pool

Microbiology and Immunology 17_27

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Andrew Soper, Yoshio Koyanagi, Kei Sato 65
 １．著者名

10.1111/mpp.13005

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Priming for enhanced ARGONAUTE2 activation accompanies induced resistance to cucumber mosaic
virus in Arabidopsis thaliana.

Molecular Plant Pathology 19-30

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Ando S, Jaskiewicz M, Mochizuki S, Koseki S,  Miyashita S,  Takahashi H, Conrath U 22
 １．著者名

10.1371/journal.ppat.1009033.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Novel modulators of p53-signaling encoded by unknown genes of emerging viruses.

PLoS Pathog e1009033

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Alzhanova D, Corcoran K, Bailey AG, Long K, Taft-Benz S, Graham RL, Broussard GS, Heise M,
Neumann G, Halfmann P, Kawaoka Y, Baric RS, Damania B, Dittmer DP

17(1)
 １．著者名

10.3389/fimmu.2020.00543

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
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 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Efficient selection of new immunobiotic strains with antiviral effects in local and distal
mucosal sites by using porcine intestinal epitheliocytes.

Frontiers in Immunology Article 543

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Albarracin L, Garcia-Castillo V, Masumizu Y, Indo Y, Islam MA, Suda Y, Garcia-Cancino A,  Aso
H, Takahashi H, Kitazawa H, Villena J
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10.1093/bioinformatics/btz859
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有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
KofamKOALA: KEGG Ortholog assignment based on profile HMM and adaptive score threshold

Bioinformatics 2251-2252
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 １．著者名

10.1016/j.bsheal.2020.11.006

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Genetic tuning of avian influenza virus host adaptation from birds to humans

Biosafety and Health -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する
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 １．著者名
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 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
PA mutations inherited during viral evolution act cooperatively to increase replication of
contemporary H5N1 influenza virus with an expanded host range

Journal of Virology e01582-20
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 ４．巻
Okazaki Yusuke、Nishimura Yosuke、Yoshida Takashi、Ogata Hiroyuki、Nakano Shin‐ichi 21
 １．著者名



2020年

2019年

2019年

2019年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

10.1096/fj.201901095RR.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Inhibition of dengue virus infection by 1-stearoyl-2-arachidonoyl-phosphatidylinositol in
vitro.

FASEB J 13866-13881

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Sanaki T, Wakabayashi M, Yoshioka T, Yoshida R, Shishido T, Hall WW, Sawa H, Sato A 33(12)
 １．著者名

10.1016/j.actatropica.2019.02.029

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Potential role of dogs as sentinels and reservoirs for piroplasms infecting equine and cattle
in Riyadh City, Saudi Arabia

Acta Trop 78-83

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
Salim B, Alanazi AD, Omori R, Alyousif MS, Alanazi IO, Katakura K, Nakao R 193
 １．著者名

10.3389/fmicb.2019.02342

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Sensitivity of commercially available influenza rapid diagnostic tests in the 2018-2019
influenza season.

Front Microbiol 2342

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Sakai-Tagawa Y, Yamayoshi S, Kawaoka Y. 10
 １．著者名

10.1007/s00705-019-04480-x

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Molecular characterization of feline paramyxovirus in Japanese cat populations.

Archives of Virology 413-418

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Sakaguchi, S., Nakagawa, S., Mitsuhashi, S., Ogawa, M., Sugiyama, K., Tamukai, K., Koide, R.,
Katayama, Y., Nakano, T., Makino, S., Imanishi, T., Miyazawa, T., and Mizutani, T.

165
 １．著者名



2020年

2019年

2020年

2019年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.1080/03610926.2018.1489056

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Bayesian generalized fused lasso modeling via NEG distribution.

Communications in Statistics - Theory and Methods 4132-4153

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Shimamura, K., Ueki, M., Kawano, S., Konishi, S. 48
 １．著者名

10.1111/1348-0421.12788

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Phocine distemper virus uses phocine and other animal SLAMs as a receptor but not human SLAM.

Microbiol Immunol. -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Seki F, Ohishi K, Maruyama T, Takeda M. -
 １．著者名

10.1099/jgv.0.001297

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
ICTV Virus Taxonomy Profile: Megabirnavirus

Journal of General Virology 1269-1270

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Sato, Y., Miyazaki, N., Kanematsu, S., Ghabrial, S. A., Hillman, B. I., Suzuki, N., and ICTV
Report Consortium

100
 １．著者名

10.1111/1348-0421.12777

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Rimonabant suppresses RNA transcription of hepatitis B virus by inhibiting hepatocyte nuclear
factor 4a.

Microbiology and Immunology -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Sato A, Ono C, Tamura T, Mori H, Izumi T, Torii S, Fauzyah Y, Yamamoto T, Morioka Y, Okuzaki D,
Fukuhara T, Matsuura Y.

-
 １．著者名



2020年

2020年

2019年

2019年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

10.3389/fmicb.2019.02764

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Virus latency and the impact on plants.

Frontiers in Microbiology Article 2764

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
Takahashi H, Fukuhara T, Kitazawa H, Kormelink R 10
 １．著者名

10.1038/s41564-019-0433-6

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
A humanized MDCK cell line for the efficient isolation and propagation of human influenza
viruses

Nat Microbiol 1268-1273

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Takada K, Kawakami C, Fan S, Chiba S, Zhong G, Gu C, Shimizu K, Takasaki S, Sakai-Tagawa Y,
Lopes TJS, Dutta J, Khan Z, Kriti D, van Bakel H, Yamada S, Watanabe T, Imai M, Kawaoka Y.

4
 １．著者名

10.3390/ijms21020638

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Transcriptome modifications in the porcine intramuscular adipocytes during differentiation and
exogenous stimulation with TNF-ﾎｱ and serotonin.

International Journal of Molecular Sciences Article 638

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Tada A, Islam MA, Kober HA, Fukuyama K, Takagi M, Igata M, Albarracin L, Ikeda-Ohtsubo W,
Miyazawa K, Yoda K, He F, Takahashi H, Villena J, Aso H, Kitazawa H

21
 １．著者名

10.3201/eid2604.190954.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
West Nile Virus in Farmed Crocodiles, Zambia, 2019

Emerg Infect Dis. 811-814

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 １．著者名  ４．巻
Simulundu E, Ndashe K, Chambaro HM, Squarre D, Reilly PM, Chitanga S, Changula K, Mukubesa AN,
Ndebe J, Tembo J, Kapata N, Bates M, Sinkala Y, Hangombe BM, Nalubamba KS, Kajihara M, Sasaki
M, Orba Y, Takada A, Sawa H.

6(4):



2019年

2019年

2020年

2020年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Animal morbilliviruses and their cross-species transmission potential

Curr Opin Virol -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Takeda M, Seki F, Yamamoto Y, Nao N, Tokiwa H -
 １．著者名

10.1128/mBio.02565-19

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Serine-arginine protein kinase 1 regulates Ebola virus transcription.

mBio e02565-19

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
Takamatsu, Y., Krﾃ､hling, V., Kolesnikova, L., Halwe, H., Lier, C., Baumeister, S., Noda, T.,
Biedenkopf, N., Becker, S.

11
 １．著者名

10.1093/jmicro/dfz034

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Microtubule-dependent transport of arenavirus matrix protein demonstrated using live-cell
imaging microscopy.

Microscopy (Oxf) 450-456

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Takamatsu, Y., Kajikawa, J., Muramoto, Y., Nakano, M., Noda, T. 68
 １．著者名

10.1186/s12985-019-1267-9

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
A live-cell imaging system for visualizing the transport of Marburg virus nucleocapsid-like
structures.

Virol J. 159

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Takamatsu Y, Dolnik O, Noda T, Becker S. 16
 １．著者名



2019年

2019年

2019年

2020年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

10.3390/pathogens9030188

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Development of a High-Throughput Serum Neutralization Test Using Recombinant Pestiviruses
Possessing a Small Reporter Tag.

Pathogens -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Tetsuo M, Matsuno K, Tamura T, Fukuhara T, Kim T, Okamatsu M, Tautz N, Matsuura Y, Sakoda Y. 9
 １．著者名

10.1128/JVI.01208-19

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Establishment of a Virulent Full-Length cDNA Clone for Type I Feline Coronavirus Strain C3663.

Journal of Virology e01208-19

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
Terada Y, Kuroda Y, Morikawa S, Matsuura Y, Maeda K, Kamitani W. 93
 １．著者名

10.1128/JVI.01191-19

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
In Vivo Dynamics of Reporter Flaviviridae Viruses.

Journal of Virology e01191-19

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Tamura T, Igarashi M, Enkhbold B, Suzuki T, Okamatsu M, Ono C, Mori H, Izumi T, Sato A, Fauzyah
Y, Okamoto T, Sakoda Y, Fukuhara T, Matsuura Y.

93
 １．著者名

10.1128/JVI.01290-19

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Identification of the Capsid Binding Site in the Herpes Simplex Virus 1 Nuclear Egress Complex
and Its Role in Viral Primary Envelopment and Replication.

J. Virol. e01290-19

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Takeshima K, Arii J, Maruzuru Y, Koyanagi N, Kato A, Kawaguchi Y 93
 １．著者名



2019年

2019年

2020年

2020年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.1016/j.virol.2019.11.015

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Novel anti-flavivirus drugs targeting the nucleolar distribution of core protein

Virology 41-51

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 １．著者名  ４．巻
Tokunaga Makoto、Miyamoto Yoichi、Suzuki Tatsuya、Otani Mayumi、Inuki Shinsuke、Esaki
Tsuyoshi、Nagao Chioko、Mizuguchi Kenji、Ohno Hiroaki、Yoneda Yoshihiro、Okamoto Toru、Oka
Masahiro、Matsuura Yoshiharu

541

10.3390/v12010091

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Single amino acid substitutions in the cucumber mosaic virus 1a protein induce necrotic cell
death in virus-inoculated leaves without affecting virus multiplication.

Viruses -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Tian A, Miyashita S, Ando S, Takahashi H 12
 １．著者名

10.1128/MRA.00886-19

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Complete Genome Sequence of Rickettsia asiatica Strain Maytaro1284, a Member of Spotted Fever
Group Rickettsiae Isolated from an Ixodes ovatus Tick in Japan.

Microbiol Resour Announc e00886-19

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Thu MJ, Qiu Y, Yamagishi J, Kusakisako K, Ogata S, Moustafa MAM, Isoda N, Sugimoto C, Katakura
K, Nonaka N, Nakao R

8(37)
 １．著者名

10.1089/vbz.2018.2373.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Isolation of Rickettsia, Rickettsiella, and Spiroplasma from questing ticks in Japan using
arthropod cells.

Vector Borne Zoonotic Dis 474-485

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Thu MJ, Qiu Y, Kataoka-Nakamura C, Sugimoto C, Katakura K, Isoda N, Nakao R 19(7)
 １．著者名



2019年

2019年

2020年

2019年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

10.1099/jgv.0.001314

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Long-term culture of human lung adenocarcinoma A549 cells enhances the replication of human
influenza A viruses.

J Gen Virol 1345-1349

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
Ujie M, Takada K, Kiso M, Sakai-Tagawa Y, Ito M, Nakamura K, Watanabe S, Imai M, Kawaoka Y. 100
 １．著者名

10.1038/s41596-019-0275-y

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Multicolor two-photon imaging of in vivo cellular pathophysiology upon influenza virus
infection using the two-photon

Nat Protoc -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Ueki H, Wang IH, Zhao D, Gunzer M, Kawaoka Y -
 １．著者名

10.5091/plecevo.2019.1615

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Novel marine diatom ssRNA virus NitRevRNAV infecting Nitzschia reversa.

Plant Ecology and Evolution 178-187

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Toyoda K, Kimura K, Osada K, Williams DM, Adachi T, Yamada K, Tomaru Y 152
 １．著者名

10.6090/jarq.53.223

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Preliminary Analysis of Diatom-infecting Viruses in Ariake Sound, Japan.

Japan Agricultural Research Quarterly 223-228

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Tomaru Y, Matsubara T, Mine T, Shikata T, Nagasaki K, Kimura K, Yamaguchi H 53
 １．著者名



2020年

2019年

2020年

2020年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.1111/cas.14241

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Antitumor activity of cyclin-dependent kinase inhibitor alsterpaullone in Epstein-Barr virus-
associated lymphoproliferative disorders

Cancer Science 279-287

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
Watanabe T, Sato Y, Masud HMAA, Takayama M, Matsuda H, Hara Y, Yanagi Y, Yoshida M, Goshima F,
Murata T, Kimura H

111
 １．著者名

10.1002/cti2.1114

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Villains or heroes? The raison detre of viruses.

Clin Transl Immunology e01114

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Watanabe T, Kawaoka Y 9
 １．著者名

10.1007/s00705-019-04302-0

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Serological evidence of Zika virus infection in non-human primates in Zambia

Arch Virol 2165-2170

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Wastika CE, Sasaki M, Yoshii K, Anindita PD, Hang'ombe BM, Mweene AS, Kobayashi S, Kariwa H,
Carr MJ, Hall WW, Eshita Y, Orba Y, Sawa H

164(8)
 １．著者名

10.1264/jsme2.ME19132

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
dsRNA-seq revealed novel RNA virus and virus-like complete genome sequences from Hymeniacidon
sp.sponge.

Microbes and Environments ME19132

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Urayama S, Takaki Y, Hagiwara D, Nunoura T 35
 １．著者名



2019年

2019年

2019年

2019年
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